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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
西
桂
町
母
子
福
祉
会
」

か
ら
お
知
ら
せ

18
年
度
母
子
福
祉
会
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

＊
対
象
者

①
母
子
世
帯
･
･
･
（
20
歳
未
満
の

者
を
扶
養
し
て
お
り
、
配
偶
者
の

い
な
い
世
帯
）

②
寡
婦
･
･
･
（
か
っ
て
母
子
世
帯

で
あ
っ
て
、
30
歳
以
上
65
歳
未
満

の
者
）

＊
主
な
事
業

★
県
外
見
学
バ
ス(

１
日
行
楽)

…

７
月
第
１
又
は
第
２
日
曜
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
信
州
方

面
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

★
陶
芸
教
室
等
（
集
い
）
…

２
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

親
子
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

＊
年
会
費

１
’
０
０
０
円
〜

２
’
０
０
０
円
（
18
年
度
検
討
中
）

＊
締
　
切

４
月
末
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

地
区
の
母
子
福

祉
会
役
員
又
は
役
場
福
祉
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

「
西
桂
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
」

か
ら
お
知
ら
せ

18
年
度
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
本
会
の
目
的

会
員
の
福
祉
の
増
進
と
相
互
の
親

睦
を
図
る
。

＊
対
象
者

障
害
者
本
人
・
そ
の
家
族

＊
主
な
事
業

★
県
外
見
学
バ
ス
（
１
日
行
楽
）

７
月

★
富
士
ふ
れ
あ
い
村
ま
つ
り
・
韮
崎

福
祉
村
ま
つ
り
へ
の
参
加

９
月
か
ら
10
月

★
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
　
９
月

★
陶
芸
教
室
等
（
集
い
）
２
月

ご
家
族
で
参
加
し
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

＊
年
会
費

１
’
０
０
０
円

＊
締
　
切

４
月
末
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

地
区
身
障
福
祉

会
役
員
又
は
役
場
福
祉
係
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

町
か
ら
の

お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課
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ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

に
つ
い
て(

お
知
ら
せ
）

＊
制
度
の
内
容

18
歳
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
「
ひ
と
り

親
家
庭
」
の
母
（
父
）
と
、
そ
の
児

童
の
病
気
や
ケ
ガ
で
保
険
診
療
を
受

け
て
支
払
っ
た
医
療
費
自
己
負
担
分

を
助
成
す
る
制
度
で
す
。

＊
対
象
と
な
る
期
間

登
録
申
請
の
翌
月
か
ら
対
象
児
童

が
満
18
歳
の
誕
生
日
の
属
す
る
年

度
末
ま
で

＊
受
給
資
格
の
登
録

ひ
と
り
親
と
な
り
新
た
に
受
給
資

格
が
生
じ
た
と
き
は
、
受
給
資
格

の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。
登
録

の
際
は
に
は
次
の
も
の
が
必
要
で

す
。

①
印
鑑

②
保
険
証

資
格
登
録
を
す
る
と
「
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
費
受
給
資
格
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
但
し
、
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

＊
助
成
金
の
申
請

「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
申

請
書
」
に
、
医
療
機
関
の
保
険
診

療
点
数
証
明
を
受
け
、
診
療
日
か

ら
６
ケ
月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

但
し
、
保
険
点
数
、
負
担
割
合
、

診
療
科
目
が
明
記
し
て
あ
る
領
収

書
で
あ
れ
ば
医
療
機
関
の
証
明
は

不
用
で
す
。

＊
支
給
方
法

口
座
振
込
み
で
支
給
し
ま
す
。

＊
受
給
資
格
の
更
新

交
付
す
る
「
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
受
給
資
格
証
」
は
有
効
期
限
が

あ
り
ま
す
。
毎
年
８
月
に
更
新
手

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
４
月
１
日
か
ら
「
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
申
請
書
」
用
紙
と
更

新
月
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
で
の
申
請
の
際
は
、

新
た
な
申
請
書
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

建
　
設
　
課

川
浚
い
に
つ
い
て

西
桂
町
で
は
、
次
の
日
程
で
川
浚

い
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

実
施
日

４
月
２
日
（日）

【
雨
天
の
場
合
　
４
月
３
日
（月）
】

早
朝
か
ら
の
作
業
に
な
り
ま
す
の
で

お
忙
し
い
中
だ
と
思
い
ま
す
が
、
身

近
な
河
川
の
清
掃
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
植
え
た
桜
の
木
も
８

年
が
た
ち
、
た
く
さ
ん
の
花
を
つ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
　
時

４
月
９
日
(日)

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
　
所

三
ッ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
　
容
・
露
店

・
和
太
鼓
、
大
正
琴
の
演
奏

・
世
さ
来
い
み
つ
と
う
げ

・
抽
選
会

・
特
産
品
販
売
　
ほ
か

お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
振
興
課

企
画
振
興
課

第
３
回

第
３
回 

 

さ
く
ら
祭
り
開
催

さ
く
ら
祭
り
開
催 

！ 

第
３
回 

 

さ
く
ら
祭
り
開
催 

！ 
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

い
き
い
き
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
18
年
度
の
保
健
事
業
年
間

行
事
予
定
表
を
配
布
し
ま
す

18
年
度
は
検
診
の
申
込
み
方
法
が

変
わ
り
ま
す
。
各
検
診
日
・
申
込
み

方
法
等
予
定
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
20
歳
〜
64

歳
と
65
歳
以
上
の
人
の
検
診
に
区
分

さ
れ
ま
す
。
高
齢
者
の
検
診
は
、
従

来
の
検
診
に
生
活
機
能
評
価
が
追
加

さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ

く
り
に
年
一
回
は
検
診
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

●
麻
し
ん
や
風
し
ん
は
幼
児
期
早
期

に
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
た

め
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
、
お
母
さ
ん
か
ら
の
免
疫
が
な
く

な
る
生
後
12
月
以
降
な
る
べ
く
早
期

に
接
種
す
る
こ
と
が
、
お
子
様
自
身

の
予
防
だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
の

感
染
症
の
予
防
（
ま
ん
延
防
止
）
の

た
め
大
変
重
要
で
す
。

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
及
び
風
し
ん
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
の
子
供
の
経
過
措
置(

定

期
の
予
防
接
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
の
希
望
に
よ

り
、
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
可
能
で

す
。

●
対
象
は
、
生
後
12
ヶ
月
か
ら
生
後

90
ヶ
月
に
至
る
ま
で
子
で
麻
し
ん
と

風
し
ん
ど
ち
ら
か
一
方
予
防
接
種
し

て
あ
る
か
若
し
く
は
、
罹
患
し
て
い

る
子
で
す
。

●
経
過
措
置
の
期
間
は
　
平
成
18
年

４
月
１
日
よ
り
19
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
で
す
。

●
接
種
で
き
る
医
療
機
関
　
西
桂
町

で
委
託
し
た
医
療
機
関
で
す
。

（
吉
田
地
区
医
師
会
の
委
託
協
力
医

療
機
関
と
町
内
し
ま
だ
医
院
で
す
）

●
費
用
に
つ
い
て
は
、
町
が
全
額
負

担
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
係

結
核
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

●
対
象
者
は
、
65
歳
以
上
の
住
民

（
昭
和
17
年
４
月
１
日
以
前
生
れ

の
方
）
で
す
。

●
高
齢
者
の
結
核
は
若
い
人
に
比
べ

て
結
核
に
か
か
っ
て
い
る
人
が
多
い

で
す
。
１
年
に
１
回
は
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
を
受
け
て
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

●
対
象
者
に
問
診
票
を
郵
送
し
ま
す

の
で
記
入
の
上
検
診
日
に
ご
持
参
下

さ
い
。

●
４
会
場
を
廻
り
ま
す
の
で
時
間
厳

守
で
お
越
し
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
係

男の料理教室より 男の料理教室より 男の料理教室より 男
の

料
理
教
室 

男
の

料
理
教
室 

男
の

料
理
教
室 

男
の

料
理
教
室 

20

２
月
は
、
冬
の
代
表
料
理
と
も
言

え
る
、
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
レ
シ
ピ
を
ご
希
望
の
方
は

保
健
係
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

た
く
さ
ん
の
野
菜
と
鶏
肉
を
使
用

し
、
市
販
の
ル
ウ
を
使
用
せ
ず
、
牛

乳
・
バ
タ
ー
・
小
麦
粉
か
ら
作
り
ま

し
た
。

鶏
肉
は
他
の
肉
に
比
べ
脂
肪
分
が

少
な
く
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ

る
ナ
イ
ア
シ
ン
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
た
ま
ね
ぎ
は
、
肉
の
臭
み
を

消
し
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
吸
収
を
助
け
、

血
液
を
サ
ラ
サ
ラ
に
し
ま
す
。
に
ん

じ
ん
は
、
カ
ロ
チ
ン
・
カ
リ
ウ
ム
・

ビ
タ
ミ
ン
Ａ
及
び
食
物
繊
維
が
豊
富

な
野
菜
で
す
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
万

能
食
材
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
豊
富
で

美
容
に
良
い
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ス

作
り
で
す
。
小
麦
粉
と
バ
タ
ー
を
焦

が
さ
な
い
よ
う
、
弱
火
で
じ
っ
く
り

煮
て
泡
が
出
て
き
た
ら
、
牛
乳
を
入

れ
て
と
ろ
み
が
出
る
ま
で
煮
ま
す
。

最
後
に
塩
コ
シ
ョ
ウ
を
ふ
り
ま
す
。

鍋
を
温
め
過
ぎ
る
と
、
す
ぐ
焦
げ
て

し
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
回
は
、
火
加
減
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
楽
し
く
調
理
し
て
い

ま
し
た
。

麻しんと風しんの混合ワクチンの予防接種

期 年　　　齢 回数

第１期 生後12ヶ月～24ヶ月 1回

第2期
5歳～７歳

（保育所の年長児）
1回

地　　区

倉　　　見

柿園・本町

下　暮　地

上　　　町

午前9時～10時15分

午前10時30分～12時

午後1時～2時15分

午後2時30分～４時

倉見公民館

役　場

いきいき健康福祉センター

小学校

4月21日

(金）

検 診 日 時　　　間 場　　　　所

平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り

麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種
は

Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
な
り
ま
す

改
正
さ
れ
た
内
容

（
対
象
者
）

第
１
期

生
後
12
ヶ
月
か
ら
生
後
24

ヶ
月

第
２
期

５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
者

で
あ
っ
て
、
小
学
校
就
学
の
１
年

間
（
い
わ
ゆ
る
保
育
園
の
年
長
児
）

（
接
種
方
法
）

麻
し
ん
及
び
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
第
１
期
、

第
２
期
で
１
回
ず
つ
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行

政

改

革

平
成
21
年
度
ま
で
の
５
か
年
に
わ

た
る
第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
内
容(

要

約
）
を
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

大
綱
は
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

答
申
を
受
け
て
行
政
改
革
推
進
本
部

が
策
定
し
た
も
の
で
す
。

第
一
　
行
財
政
改
革
大
綱
の

必
要
性

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
時

代
を
迎
え
、
国
・
地
方
の
財
政
状
況

は
極
め
て
厳
し
い
中
、
前
例
に
と
ら

わ
れ
な
い
新
た
な
発
想
に
よ
る
自
立

し
た
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
行
財
政

改
革
が
必
要
で
あ
り
、
町
に
お
い
て

も
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
将

来
を
見
据
え
た
町
政
運
営
が
図
れ
る

よ
う
、
限
ら
れ
た
人
材
と
財
源
を
最

大
限
活
用
し
、
誇
り
を
持
っ
て
活
き

活
き
と
暮
ら
す
活
力
あ
る
西
桂
を
実

現
す
る
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
改
革

に
取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
あ
る
。

第
二
　
行
財
政
改
革
の

基
本
的
な
考
え
方

①
目
　
　
的

「
ス
リ
ム
で
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
よ
い
行
政
体
を
目
指
す
」

②
基
本
姿
勢

「
効
率
的
で
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
」

第
三
　
改
革
の
具
体
的
な
方
策

Ⅰ
　
人
間
的
部
門

〜
高
い
使
命
感
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
〜

１

使
命
感
と
行
政
能
力
の
高
い

人
材
の
育
成

■
適
正
な
勤
務
評
価

能
力
、
実
績
等
を
重
視
し
た
公

平
性
、
透
明
性
、
納
得
性
の
高
い

人
事
評
価
制
度
を
構
築
し
、
効
率

的
な
人
材
の
活
用
と
組
織
力
の
向

上
を
図
る
。

２

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

■
定
員
管
理
の
適
正
化

一
層
の
定
員
管
理
適
正
化
を
進

め
、
簡
素
で
効
率
的
な
執
行
体
制

を
確
立
す
る
。

■
給
与
の
適
正
化

職
員
の
給
与
制
度
・
運
用
及
び

水
準
の
適
正
化
を
推
進
し
、
給
与

等
の
状
況
を
公
表
す
る
。

３

コ
ス
ト
意
識
の
徹
底

■
公
共
事
業
の
コ
ス
ト
縮
減

公
共
事
業
コ
ス
ト
の
一
層
の
縮

減
を
推
進
す
る
。

■
簡
易
水
道
・
下
水
道
特
別
会
計
の

経
営
健
全
化

一
層
の
自
立
性
の
強
化
と
経
営

の
活
性
化
を
図
り
、
さ
ら
な
る
経

営
健
全
化
に
取
り
組
む
。

■
経
費
の
節
減
と
合
理
化

職
員
一
人
ひ
と
り
の
コ
ス
ト
意

識
を
高
め
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

経
費
節
減
や
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
を
徹
底
す
る
。

Ⅱ
実
務
的
部
門

〜
町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

行
政
の
役
割
の
認
識
〜

４

行
政
の
担
う
べ
き
役
割
の
重
点
化

■
公
共
施
設
等
の
効
率
的
な
運
営

コ
ス
ト
削
減
、
利
用
率
、
利
用

者
の
満
足
度
等
の
観
点
か
ら
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

■
民
間
委
託
・
地
域
協
働
等
の
推
進

事
務
事
業
全
般
の
総
点
検
を
実

施
し
、
コ
ス
ト
削
減
や
質
の
向
上

が
期
待
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は

積
極
的
に
外
部
委
託
を
推
進
す
る
。

５

行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
可
能
と
す
る
組
織

■
柔
軟
な
組
織
体
制
の
整
備

現
在
の
５
課
を
分
課
・
統
合
の

両
面
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
、
行

政
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
反
映
、
職
責

の
明
確
化
等
を
図
る
。

■
事
務
事
業
の
見
直
し
の
推
進

事
業
の
優
先
順
位
を
評
価
す
る

事
務
事
業
評
価
等
を
活
用
し
て
、

事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る
。

６

自
主
性
・
自
立
性
の
高
い
財
政

運
営
の
確
保

■
自
主
財
源
の
確
保
に
よ
る
歳
入
の

充
実自

主
的
・
自
立
的
な
行
財
政
運

営
を
推
進
す
る
た
め
、
税
収
等
自

主
財
源
の
確
保
、
税
負
担
の
公
平

確
保
の
た
め
の
取
組
を
徹
底
す
る
。

■
町
民
負
担
等
の
適
正
化

受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
を
行

い
、
町
民
負
担
の
適
正
化
を
図
る
。

７

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

■
行
政
情
報
の
公
開
と
説
明
責
任
の

確
保町

政
に
対
す
る
情
報
の
積
極
的

な
公
開
を
行
い
、
説
明
責
任
の
確

保
を
図
る
。

■
審
議
会
等
へ
の
女
性
や
青
年
層
の

参
画
促
進

町
民
の
幅
広
い
声
を
町
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
審
議
会
、
委
員

会
な
ど
の
委
員
に
女
性
や
青
年
層

を
積
極
的
に
登
用
す
る
。

●
な
お
、
大
綱
原
文
は
西
桂
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

第
２
次
行
財
政
改
革
大
綱(

要
約
）

「行政改革推進委員会会長　牛田和昭氏より行政改革
推進本部長である町長へ大綱の答申がなされました

（２月17日）」



更新しましたか　国民健康保険証
国民健康保険の被保険者証及び退職被保険者証が、４月１日から新しくなりました。

旧保険証では医療機関にかかれませんので、まだ更新されていない方は、役場窓口にて至急更新してください。

（更新手続きには旧保険証を持参してください。）

国保の届出について
この４月、国保被保険者で会社に就職する方、又は会社を離職される方で国保以外の健康保険に入る見込みがな

い方は、国保の届出をお願いします。

国保を取得する場合は、取得日までさかのぼって課税されます。また、喪失の手続きをしないといつまでも課税さ

れ続けますので、届出はすみやかにお願いいたします。

※届出は役場住民福祉課窓口で行って下さい。

平成17年度国民健康保険税はもう納めましたか？
この４月より平成18年度がスタートしましたが、まだ、平成17年度の国保税を納め終わっていない方は、５月

31日までに納めてくださいますようお願いいたします。前年度以前の保険税を完納されていないと資格証明書や短

期保険証をお渡しすることになります。また、高額療養費や出産育児一時金等の給付を保険税に充当していただくな

どの指導をさせていただきますので、お早めに納めてください。

国保は、地域に住む人たちがふだんからお金 (保険税) を出し合い、

医療費などにあて、お互いを助け合うという目的から生まれた相互

扶助の制度です。国保被保険者のご理解ご協力をお願いいたします。

町
民
健
康
保
険

5 西桂町役場☎25－2121 教育委員会 (YLO会館) ☎25－2941 いきいき健康福祉センター☎25－4000

国保に加入する日 国保をやめる日

1.  他の市町村から転入してきた日
（ 職場の保険に加入していない場合）

2.  職場を退職した日の翌日

3.  出生した日

4.  生活保護を受けなくなった日

1.  他の市町村へ転出する日の翌日

2.  職場の健康保険にはいった日の翌日

3.  死亡した日の翌日

4.  生活保護を受け始めた日

保険証は更新しましたか？

保険税は納めましたか？

国保をやめるとき

①印鑑

②健康保険資格喪失証明書（職場を退職した

日がわかるもので、事業所が交付します）

③保険証（家族の中で国保に加入している人

がいる場合）

④年金を受給している方は年金証書

①印鑑

②新しい保険証と国保の保険証の両方

国保に加入するとき

届 出 に 必 要 な も の

国民健康保険



介

護

保

険

６

新しくなった介護保険 平成18年4月よりスタートです！ 平成18年4月よりスタートです！ 

何らかの支援や介護が必要な人 

「出来ない事」を補うサービス 
・家事代行的な訪問介護 
・安易な福祉用具の利用など 

「できること」を引き出すサービス 
　その人の意欲や能力を引き出す 
　目的志向型のサービス提供 

心身機能の低下 
要介護度が悪化する傾向 

心身機能を維持・改善 
できる限り自立した生活を目指す 

　今回の見直しの特徴は、「介護
予防」「自立支援」の強化です。
介護予防とは、できる限り要介護
状態にならないようにする、たと
え要介護状態になってもそれ以上
悪化しないようにする取り組みで
す。介護予防をすすめることによ
って、制度本来の理念である自立
支援を実現する。　　　それが新
しい介護保険制度の目標です。 

　介護保険制度は介護を社会全体で支える制度として定着しました。その一方で要介護者、中でも要支援

や要介護１の軽度の人が急増し、その原因を見ると高齢による衰弱など廃用症候群が多くなっています。

制度から給付される費用も年々増大しています｡  

　制度改正により保険料の急激な増加を抑え、高齢化社会の進行に備え、地域ぐるみで高齢者の生活を支

える包括的ケアシステムを進めるために「明るく活力ある超高齢社会の構築」「制度の持続可能性」「社

会保障の総合化」を基本的視点にして改革を目指しました。 

●保険給付における主な改正内容● 

①第２号被保検者（40歳～64歳）のサービスを利 

　用できる特定疾患にがん末期が新たに加わりま 

　した。 

②要介護認定が変わります 

　要介護状態区分が要支援1・2（心身の状態が改 

　善する可能性が高い人）、要介護1～5の7段階 

　になります。  

　　旧要支援は要支援1、旧要介護1は要支援2と 

　要介護1に振り分けられます。 

　１ヶ月の給付限度額 
　　　　　　　要支援１：  4万9,700円 
　　　　　　　要支援２：10万4,000円 

③介護更新認定結果の非該当者や健診により特定 

　高齢者と認定された人は地域支援事業の介護予 

　防事業を利用します。 

④地域包括支援センターが、特定高齢者と要支援 

　1、2の高齢者のケアプランを作成します。 

⑤要支援1・2の人は新予防給付 (介護保険）の介 

　護予防サービスを利用。一定期間ごと効果を評 

　価、プランが見直されます。 

⑥特定高齢者の介護予防事業は、一定期間ごと効 

　果を評価、プランが見直されます。従来の介護 

　予防生活支援事業より順次移行します。 

⑦判定で要介護１～5の人は介護給付の在宅・施 

　設サービスを利用。一定期間ごとに介護認定の 

　更新を行います。 

⑧介護予防通所介護の中で要支援1・2の人に提供 

　される選択的サービスとして、運動器の機能向 

　上・栄養改善・口腔機能の向上が加わります。 

●その他の主な改正内容● 

①被保険者の負担能力を区分する階層が６段階となります。 

　１段階：生活保護の方、住民税非課税世帯に属する老齢福 

　　　　　祉年金受給者 

　２段階：住民税非課税世帯に属し年金額と合計所得金額が

　　　　　80万円以下の方 

　３段階：住民非課税世帯に属する第２段階以外の方 

　４段階：本人住民税非課税者（世帯員に住民税を課税され

　　　　　ている方がいる） 

　５段階：本人が住民税を課税されている方 

　６段階：本人が住民税を課税され、合計所得金額が200万 

　　　　　円以上の方 

②平成18年度より介護保険料が見直されます。 

　（金額は通知します） 

　１段階、２段階の方：改正後の基準保険料の50％に軽減さ 

　　　　　　　　　　  れます。 

　３段階の方：改正後の基準保険料の75％に軽減されます。 

　４段階の方：改正後の基準保険料が賦課されます。 

　５段階の方：改正後の基準保険料の125％に増額されます。 

　６段階の方：改正後の基準保険料の150％に増額されます。 

③利用者負担限度額 

　負担限度額を越えた介護サービスにかかる自己負担につい 

　ては、高額介護サービス費として、負担した月より概ね2 

　ヵ月後に給付されます。 

　１段階、２段階の方：１万5,000円 

　３段階の方：２万4600円 

　４段階、５段階、６段階の方：３万7,200円 

④施設利用者に対する負担限度額 

　第１段階から第３段階までの方は特定入所者介護サービス 

　費の対象者です。 

これまでの問題点 新しい制度では 

制度改正の背景 



7

地
域
支
援
事
業

高齢者を主役とした介護予防等の推進 
「地域支援事業」が平成18年4月より実施されます。 

　高齢者が地域で、安心して生活を継続する事ができるよう要介護
状態になることを防止する事が大切です。そのために「自分の出来
ることができる限り自分で行う」ことを基本として本人の目標とす
る生活に向けて介護予防及び要介護状態になった場合においても、
地域で自立した日常生活を送れるよう支援する事を目指します。 
そのために各町村に地域包括支援センターが設立されました。 

　高齢者が住み慣れた地域で、尊厳あ
るその人らしい生活を送るためには、
介護サービスをはじめ、福祉、医療、
権利擁護などさまざまなサービスを、
包括的・継続的に提供していくための
高齢者の生活を支える総合機関です。 

地域包括支援センターの事業地域包括支援センターの事業 地域包括支援センターの事業 

高齢者生活援助サービスのご案内 高齢者生活援助サービスのご案内 

　地域のケアマネジメントを総合的に行うためこんな事
業を行います。 
 
○介護予防事業 
　高齢者に対する介護予防普及啓発・特定高齢者把握や
地域介護予防活動支援を行います。  
○総合相談支援事業 
　地域の高齢者の実態把握・介護以外の生活支援サービ
スとの調整を行います。  
○権利擁護事業 
　高齢者の人権や財産を守る権利擁護事業の拠点として、
成年後見制度の活用促進や虐待の早期発見・防止を進め
ます。  
○包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 
　支援困難事例に関するケアマネジャーの助言、地域の
ケアマネジャーのネットワークづくり。  
○介護予防ケアマネジメント事業 
　介護予防対象者（特定高齢者及び要支援１･要支援２)
に介護予防ケアプランの策定、評価を行います。 
 
 
 
　平成18年度の町の高齢者生活援助サービスをご案内し
ます。ご照会は役場福祉係、介護保険担当、社会福祉協
議会まで。 
 
●配食サービス 
対　　象：加齢や心身の障害、疾病等により調理が困難 
　　　　　な高齢者で、毎日の食事確保に支障がある者 
内　　容：毎週月曜日から金曜日まで（祝日はお休み） 
　　　　　の昼食の配食を行います。 
自己負担：１回390円 
 
●外出支援サービス 
対　　象：下記の全ての要件を満たす者 
　　　　　１、加齢や心身の障害、疾病等により病院受 
　　　　　　　診が困難な高齢者 
　　　　　２、高齢者のみ世帯、かつ住民税非課税世帯 
　　　　　　　に属している者 
　　　　　３、家族全員が自家用車を所有していないこと 
内　　容：病院への通院及び受診時の介助を行います。 
　　　　　月２回まで（特別な疾病治療ための通院は週 
　　　　　２回まで）の送迎と受診時介助を行います。 
自己負担：無料（ただし、送迎時の介助が必要な場合は、 
　　　　　介護保険サービスにおける自己負担が発生し 
　　　　　ます） 

●軽度生活援助サービス 
対　　象：介護認定を受けて自立判定を受けた高齢者、 
　　　　　または１人暮しの高齢者 
内　　容：家事援助、徒歩での外出の付き添い、話し相 
　　　　　手のためのヘルパーを派遣します。 
自己負担：１回１時間以内416円（予定） 
 
●生きがいデイサービス 
対　　象：介護認定を受けて自立判定を受けた高齢者、 
　　　　　または１人暮しの高齢者 
内　　容：町のデイサービスセンターが利用できます。 
自己負担：施設使用料1,414円予定、入浴100円予定、 
　　　　　食事480円 
 
●いきいき交流会 
対 象 者：家に引きこもりがちな高齢者で下記要件の方 
　　　　　一人世帯70歳以上、高齢者世帯75歳以上、そ 
　　　　　の他世帯80歳以上 
　　　　　役場や民生委員から参加を勧められた高齢者 
　　　　　や障害者 
内　　容：身近な集会場を利用して、昼食やお茶会を開 
　　　　　いて、ボランティアの方と交流します。対象 
　　　　　者とボランティアが集まった地区より開始し 
　　　　　ます。 
活動状況：倉見ほほえみの会 (公民館)、本町白寿会 (公民 
　　　　　館）、上町二葉会（公民館）が活動中です。 
　　　　　平成18年４月より柿園地区(公民館周辺民家) 
　　　　　で活動を開始し、上町地区（旧公民館周辺） 
　　　　　が開始にむけて準備中です。 
自己負担：昼食200円、おやつ100円 
 
　 
　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　 
　 
　　　　　　　　　 
 
●訪問理容サービス 
対　　象：加齢や障害等により、理美容院のサービスを 
　　　　　受けることが困難な者 
内　　容：年４回を限度に、自宅まで理容者が訪問して 
　　　　　整髪します。 
自己負担：整髪料 
 
●緊急通報システム 
対　　象：加齢や心身の障害、疾病等を抱える１人暮し 
　　　　　高齢者 
内　　容：緊急時の連絡や、安否確認のための機器を設置 
　　　　　します。設置のための自己負担はありません。 

地域支援事業の目指すところ地域支援事業の目指すところ 地域支援事業の目指すところ 地域包括支援センターとは、地域包括支援センターとは、 
 
地域包括支援センターとは、 
 

倉見ほほえみの会、本町白寿会、上町 (旧公民館）
でボランティアを急募しています。 

　ボランティアセンター 

　 25－4000までご一報下さい。 

ボ ラ ン テ ィ ア 募 集  
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い
き
い
き
西
桂
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

西桂町役場☎25－2121 教育委員会 (YLO会館) ☎25－2941 いきいき健康福祉センター☎25－4000

平成17年度 いきいき西桂標語コンクール入選作品

あ
い
さ
つ
で

空
い
っ
ぱ
い
に

え
が
お
の
わ

西
桂
小
学
校
２
年

渡
辺

陽

あ
い
さ
つ
で

輪
を
広
げ
よ
う

西
桂

上
　
町

白
井
　
勝
治

自
分
か
ら

笑
顔
あ
ふ
れ
る

あ
い
さ
つ
を

西
桂
中
学
校
２
年

米
山
　
友
梨

 

最優秀賞最優秀賞 最優秀賞 

あ
い
さ
つ
は

心
の
と
び
ら

ひ
ら
く
か
ぎ

西
桂
小
学
校
２
年

中
村
　
史
奈

お
は
よ
う
は

朝
一
番
の

身
だ
し
な
み

西
桂
小
学
校
４
年

山
岡
　
加
奈

あ
い
さ
つ
は

人
よ
り
さ
き
に

元
気
よ
く

西
桂
小
学
校
５
年

落
合
　
恭
平

あ
い
さ
つ
は

心
の
ぬ
く
も
り

思
い
や
り

西
桂
小
学
校
５
年

高
尾
ひ
か
り

あ
い
さ
つ
で

今
日
も
い
ち
に
ち
　
い
い
気
分

西
桂
小
学
校
６
年

小
泉
　
怜
子

あ
い
さ
つ
で

明
る
い
笑
顔
の

町
づ
く
り

西
桂
中
学
校
１
年

小
佐
野
景
成

あ
い
さ
つ
で

心
や
す
ら
ぐ

町
づ
く
り

西
桂
中
学
校
１
年

河
野
　
冴
基

笑
顔
咲
く

心
あ
ふ
れ
る

あ
い
さ
つ
を

西
桂
中
学
校
１
年

滝
口
　
梨
穂

お
は
よ
う
で

心
は
熱
い

寒
い
朝

西
桂
中
学
校
１
年

若
林
　
華
恋

あ
い
さ
つ
は

心
と
心
の

か
よ
い
合
い

西
桂
中
学
校
２
年

柏
木
　
　
愛

あ
い
さ
つ
が

心
を
結
ぶ

道
し
る
べ

西
桂
中
学
校
２
年

細
田
　
健
太

に
っ
こ
り
と

え
が
お
で
あ
い
さ
つ
　
西
桂

西
桂
中
学
校
３
年

小
林
　
恵
子

 

佳作 佳作 

あいさつは 地域育む 皆の声
西桂中学校３年　新 田　翔 平

 

優秀賞 優秀賞 

青少年育成西桂町民会議では、家庭・地域・学校が連携し、声かけ・あいさつのもたらす効用について理解を深

め、家庭・地域の教育力を高め、子どもたちをみんなで守り、みんなでいきいき育てていきたいと考え、「声かけ、あいさ

つ運動」を推進しており、街頭あいさつ運動やあいさつポスターコンクールなどを実施し取り組んでまいりました。

また、今回町民みなが元気にあいさつをできるよう願いをこめて、「あいさつ」をテーマにした標語を募集し、

324人からのご応募をいただき、町民会議理事による審査の結果次のとおり入選作品が決まりました。

町民会議では、今回入選した標語をキャッチフレーズに「あいさつ運動」をよりいっそうすすめていく予定でお

りますので、町民みなさまのご理解、ご協力をお願いいたします。

ま
だ
雪
が
残
る
寒
さ
厳
し
い
中
行
わ
れ
た
街
頭
あ
い
さ
つ
運
動
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
に
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

（
小
中
学
生
の
学
年
は
応
募
時
の
学
年
）
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お

知

ら

せ

国
家
試
験
　
前
期
技
能
検
定
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。

受
験
申
請
受
付

４
月
４
日
（火）
〜
14
日
（金）

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
平
日
）

学
科
・
実
技
試
験
日
は
、
各
検
定

科
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

検
定
料

実
技
試
験
　
１
５
’
７
０
０
円

学
科
試
験
　
　
３
’
１
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
先

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

☎(

22)

５
２
１
４

日
　
時

７
月
下
旬
予
定
（
10
日
間
）

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

場
　
所

富
士
吉
田
職
業
訓
練
校

受
講
料

会
　
員
　
１
５
’
０
０
０
円

会
員
外
　
１
７
’
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
・
願
書
代
別
）

申
　
込

４
月
28
日
（金）

お
問
い
合
わ
せ
先

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

☎(

22)

５
２
１
４

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
せ
ん
か
？

裁
判
員
制
度
（
国
民
の
司
法
参
加

を
実
現
す
る
制
度
で
す
。）
は
、
平
成

21
年
５
月
ま
で
に
法
律
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
甲
府

地
方
検
察
庁
で
は
国
民
に
広
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
よ
う
な

広
報
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

○
広
報
ビ
デ
オ
及
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し

出
し
「
裁
判
員
制
度
〜
も
し
も
あ
な

た
が
選
ば
れ
た
ら
〜
」（
１
時
間
の

ド
ラ
マ
形
式
の
も
の
。
出
演
中
村

雅
俊
、
西
村
雅
彦
な
ど
。）

○
裁
判
員
制
度
に
関
す
る
講
演
会
や

説
明
会
（
企
業
、
学
校
、
町
内
会
、

各
種
団
体
な
ど
へ
の
講
師
派
遣
依

頼
を
無
料
で
受
け
て
い
ま
す
。）

裁
判
員
制
度
が
始
ま
る
と
、
山
梨

県
内
の
有
権
者
の
中
か
ら
、
年
間
約

３
４
０
人
か
ら
６
７
０
人
に
１
人
の

割
合
で
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
裁
判

官
の
面
接
を
受
け
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課
　

☎
０
５
５
（
２
３
５
）
７
２
３
１

甲
府
地
方
検
察
庁
よ
り

お
知
ら
せ

県
で
は
、
「
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
」
を
行
い
ま
す
。

新
し
い
生
活
が
は
じ
ま
る
こ
の
時

期
は
、
初
め
て
学
校
へ
通
う
新
入
学

児
童
が
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
１
年
間
に

県
内
で
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
人
は

64
人
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
高
齢
者

が
お
よ
そ
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も

や
お
年
寄
り
を
見
か
け
た
ら
、
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は

一
時
停
止
を
す
る
な
ど
し
て
、
通
行

の
安
全
を
確
保
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

◆
期
　
間

４
月
６
日
（木）
〜
４
月
15
日
（土）

（
10
日
間
）

◆
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は
　
人
に
社
会
に

思
い
や
り
」

◆
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
◆
運
動
の
重
点

(1)
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

(2)
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

(3)
飲
酒
運
転
等
悪
質
・
危
険
な
運
転

の
追
放

お
問
い
合
わ
せ
先

県
県
民
生
活
課

☎
０
５
５(

２
２
３)

１
３
５
３

春
の全

国
交
通
安
全
運
動

平
成
18
年
度

前
期
技
能
検
定

（
板
金
・
塗
装
・
左
官
・
タ
イ
ル
張
り
ほ
か
）

２
級
管
工
事
施
工
管
理

技
師
受
験
準
備
講
座

犯
罪
史
上
例
を
み
な
い
無
差

別
テ
ロ
事
件
と
し
て
、
国
内
は

勿
論
の
こ
と
、
世
界
を
震
撼
さ

せ
た
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
、

こ
の
３
月
で
丸
11
年
に
な
り
ま

す
。サ

リ
ン
事
件
な
ど
の
オ
ウ
ム

真
理
教
関
連
事
件
を
引
き
起
こ

し
た
「
平
田
真
」「
高
橋
克
也
」

「
菊
地
直
子
」
の
３
人
は
依
然
、

逃
走
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
者
は
偽
名
を
使
う

な
ど
し
て
、
皆
様
の
近
く
に
潜

ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
小
さ
な
情
報
で
も
結

構
で
す
。
最
寄
り
の
交
番
・
駐

在
所
ま
た
は
都
留
警
察
署
・
オ

ウ
ム
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

オ
ウ
ム
特
別
手
配
被
疑
者
の

発
見
に
ご
協
力
を
！

お問い合せ先

オウムフリーダイヤル

☎ 0120－006024

都留警察署

☎ 0554 (45) 0110

菊
きく

地
ち

直
なお

子
こ

身長159cm位　昭和46年生まれ
高橋
たかはし

克
かつ

也
や

身長173cm位　昭和33年生まれ
平
ひら

田
た

信
まこと

身長183cm位　昭和40年生まれ
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フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス

児児児児童童童童館館館館活活活活動動動動報報報報告告告告

２月18日 (土) 絵手紙ボランティア

「葉っぱの会」の皆さんに指導して頂き

ながら「絵手紙教室」を行いました。

「絵手紙っておもしろい！」味わいのあ

る素敵な絵に仕上げられました。

絵手紙教室

ひひひひ よよよよ ここここ 学学学学 級級級級

３月２日 (木) 愛育会の皆さんにご協

力いただき、会食をかねた「ひなまつり」

を楽しみました。

「毎日慌しく過ごしている中、久しぶ

りにゆっくりと楽しむ事が出来ました。」

とうれしそうに話す母親の姿が見られま

した。

「ひなまつり」



フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
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3月2日 (木）年中児以下の小さいお友達が今月で卒園する年長児のお兄さん・

お姉さんのために「さよならパーティー」を開いてくれました。手作りの品物や

踊り･歌のプレゼントを頂き、とても喜んでいました。

午後には、おやつ作りに挑戦し、保育所での楽しい思い出となりました。

さよなら

パーティー

保　育　所 保　育　所 



行
事
予
定
・
人
の
う
ご
き

12

日 曜 日 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日
1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28

●保育所保護者総
会・保育見学

●中学校図書室
一般開放日

am10:00～pm3:00

29みどりの日

●小・中学校始業式 ●資源化物回収
am7:00～am8:00
●中学校図書室

一般開放日
am10:00～pm3:00

●狂犬病予防注射
am10:00～12:00
pm 1:00～ 3:00

●結核検診

●中学校入学式
am 9:10～開式

●小学校入学式
am 10:30～開式

●母子相談
am 9:00～12:00

(いきいき健康福祉センター)

●入所式(保育所）
am 9:30～

●1才6ヶ月児健診
pm 1:15～

(いきいき健康福祉センター)

●2才児歯の健診
pm 1:15～

(いきいき健康福祉センター)

●川浚い
（予備日）

●川浚い

●第３回さくら祭り
am 11:00～pm 3:00 
(三ッ峠グリーンセンター)

●母子相談
am 9:00～12:00

(いきいき健康福祉センター)
●すくすく1歳児育児相談
am10:00～12:00

(いきいき健康福祉センター)

●乳児健診
pm 1:30～

(いきいき健康福祉センター)

30 1 2 憲法記念日 3 4国民の休日 5こどもの日 6

7 8 9 10 11 12
●資源化物回収
am7:00～am8:00
●お母さんの会

（保育所）
●中学校図書室

一般開放日
am10:00～pm3:00

13
●育児学級
am 1:00～12:00
(いきいき健康福祉センター)

●ポリオ
pm 1:15受付

(いきいき健康福祉センター)

●母子相談
am 9:00～12:00

(いきいき健康福祉センター)

4月・5月上旬　行事予定表
4月

２
月
届
出

男　 2, 4 4 4人 （－3）

女　 2, 4 8 6人 （－5）

合計　4, 9 3 0人 （－8）

世帯　1, 4 9 8世帯（－3）

平成18年３月１日現在

人 口 世 帯 　

お
く
や
み
（
死
亡
）

親
族

倉
　
見
　
宮
　
下
　
絹
　
子

丹
允

倉
　
見
　
川
　
村
　
春
　
子

達
雄

柿
　
園
　
天
　
野
　
照
　
子

幸
雄

本
　
町
　
荒
　
井
　
敬
　
子

道
夫

お
め
で
た
（
誕
生
）

保
護
者

上
　
町

兼
　
子
　
陽
　
斗

達
也

下
暮
地

武
　
田
　
清
　
快

和
明

慶
　
弔

5月

■ 土地・家屋価格等
縦覧帳簿の縦覧期間

４月３日(月) ～５月31日(水）

４月の納税 軽自動車税　全期

〈固定資産税　全期・第１期は５月です。〉


